
広報くりはら　令和８年１１月１日　　２８※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

　「あれ、まだやってっど」と、言われる
ようになりたいと話す、岡崎綾香さん。
　中学生のとき、人気歌手の歌に感動し
たことをきっかけに、音楽にのめり込み
ました。高校では、軽音楽部に所属し、
バンド活動を続け、現在は、「ムッチョ」
という名前で、単独で県内外のステージ
に立つ他、トリオとしても活動していま
す。
　また、自ら作詞や作曲も手掛け、ふと
した瞬間に頭に浮かぶ言葉やメロディー
を日々書き留め、自身が目指す音楽と向
き合っています。
　休日を中心に歌手活動を続ける岡崎さ
んは、平日は、栄養士として市内の障害
福祉サービス事業所で働き、利用者の皆
さんに寄り添いながら、菓子パンの製造
や販売をしています。
　施設の利用者と「同じ目線で寄り添う
こと」を心掛ける岡崎さんは、歌手とし
ても、聞く人の「心に寄り添う歌」を届け
たいと、音楽を聞く人、音楽ができる環
境を提供してくれる人たちへの感謝を胸
に、今日も心に響く歌を届けようとステー
ジに立ち続けています。

心に寄り添う歌を届けたい

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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マイ広報紙

岡崎　綾香　さん（高清水９区）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

　９月２６日（土）、　築館地区富野で「これはりの里
古代米稲刈り体験」が行われました。
　この催しは、古代城柵跡として知られる同地区の
国指定史跡伊治城の歴史や当時の暮らしに触れても
らおうと開催されたもので、今年で１０年目を迎え
ます。
　参加した１３人の児童は、石包丁を使い、１つ１
つ丁寧に古代米の稲穂を刈り取り、慣れないながら
も楽しそうに秋の実りを収穫していました。

古代とつながる稲刈り体験

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


